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日本古来の麹文化
ここだけの体験を

14面／フンドーキン 新商品セット

プレゼント

6面／ 【連載】府内探訪㉕
        大分市中央通り歩行者天国
10面／【新連載】
        大分岡病院メディカル通信
16面／ベツダイリホーム
        春のリフォームお客さま感謝祭

ピックアップ

　感染対策のためのマスク着用ルールが

緩和されて初めてのゴールデンウィークを迎

えます。新緑が眩しく、爽やかな天気が続く

この時期は、行楽気分も高まりますよね。

　今月は宇佐市に昨年5月オープンした、

三和酒類の「辛島 虚空乃蔵（こくうのくら）」

をご紹介します。三和酒類として初挑戦とな

る、宇佐産の大麦を使ったクラフトビールの

製造と、蔵出し日本酒をはじめ、地元の生

産者との関わりを大切に、麹と醗酵文化を

知って、味わって、楽しめる新しいスタイル

の体験型施設です。麹を使ったスイーツも

あるので、ドライブにもぴったりです。

2・3面／
麹と発酵の文化を宇佐から世界へ
三和酒類「辛島 虚空乃蔵」

特  集

大地の恵みで醸す
伝統とチャレンジ
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「
麦
の
蔵
」に
は
、
三
和
酒
類
が
初

め
て
挑
む
発
泡
酒
の
ク
ラ
フ
ト
ブ
リ
ュ

ワ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
焼

酎「
西
の
星
」の
原
料
で
も
あ
る
宇
佐

産
の
大
麦「
ニ
シ
ノ
ホ
シ
」の
麦
芽
や
、

地
下
か
ら
汲
み
上
げ
た
ま
ろ
や
か
な

仕
込
み
水
、
地
元
の
農
産
物
な
ど
を

用
い
て
、
辛
島 

虚
空
乃
蔵
限
定
の

発
泡
酒「
K
O
K
U 

N
O 

C
R
A
F

T
」を
醸
造
し
て
い
ま
す
。

　

醸
造
場
に
併
設
し
た
飲
食
スペ
ー
ス

で
は
、
華
や
か
な
味
わ
い
が
特
徴
の「
ニ

シ
ノ
ホ
シ
エ
ー
ル
」や
、
院
内
町
く
し
の

農
園
の
柚
子
を
使
っ
た「
柚
子
エ
ー
ル
」

な
ど
、「
K
O
K
U 

N
O 

C
R
A
F

T
」の
発
泡
酒
を
提
供
。
ほ
か
に
も
日

本
酒
や
ワ
イ
ン
な
ど
三
和
酒
類
が
製

造
す
る
お
酒
や
、
そ
の
お
酒
を
ベ
ー
ス

に
、
県
産
の
フ
ル
ー
ツ
や
ハー
ブ
を
合
わ

せ
た
カ
ク
テ
ル
な
ど
も
揃
い
ま
す
。

　

麹
と
発
酵
を
意
識
し
た
料
理
は
、

「
ニ
シ
ノ
ホ
シ
」が
原
料
の
味
噌
や
、
日

本
酒「
和
香
牡
丹
」の
酒
粕
を
発
酵

さ
せ
た
赤
酢
な
ど
、
発
酵
調
味
料
を

使
用
し
た
も
の
が
中
心
。
地
元
の
素

材
で
作
る
調
味
料
は
、
大
分
の
食
材

と
も
相
性
抜
群
で
す
。

　

カ
フ
ェメ
ニュ
ー
は
地
元
の
お
店
と
コ

ラ
ボ
し
て
お
り
、
人
気
洋
菓
子
店
が

作
る
純
米
吟
醸
酒
や
ワ
イ
ン
を
用
い

た
ス
イ
ー
ツ
、
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
店
の
豆

と
仕
込
み
水
で
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
木
々
や
草
花
を
植
樹
し
、

四
季
の
移
ろ
い
が
楽
し
め
る
庭
を
眺
め

な
が
ら
、
美
味
し
い
時
間
が
過
ご
せ

ま
す
。

麹と発酵の文化を
宇佐から世界へ

季節限定を含む、蔵出しの「KOKU NO 
CRAFT」が味わえる。１杯610円～

「安心院ワイン卑弥呼といちじくのパウンドケーキ」580円、ノンアル
コールの「くしの農園のゆず蜜ハーブモクテル」500円

「宇佐辛島“味噌麹”焼き5品盛り合わせ」1800円、「海老と
季節野菜の赤酢マリネ」540円

飲食スペース。宇佐の赤尾の土に、ニシノホシの穂や藁を練り込んだ
土壁と、無垢材の内装が温かみを感じさせる

麦焼酎「いいちこ」でおなじみの三和酒類の新施設、
「辛島 虚空乃蔵」。

「米の蔵」と「麦の蔵」からなり、
原点である日本酒と初挑戦になる発泡酒をメインに、

焼酎やワインも揃う、三和酒類の玄関口的な役割も担っています。
日本古来の麹と発酵の文化と魅力を、

さまざまな角度から体感できる拠点です。

麦焼酎「いいちこ」でおなじみの三和酒類の新施設、
「辛島 虚空乃蔵」。

「米の蔵」と「麦の蔵」からなり、
原点である日本酒と初挑戦になる発泡酒をメインに、

焼酎やワインも揃う、三和酒類の玄関口的な役割も担っています。
日本古来の麹と発酵の文化と魅力を、

さまざまな角度から体感できる拠点です。

宇
佐
育
ち
の
大
麦
で
つ
く
る

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
食
を
楽
し
む
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酒
蔵
や
売
店
な
ど
か
ら
な
る「
米
の

蔵
」。
宇
佐
市
が
国
か
ら「
宇
佐
の
う

ま
い
酒
製
造
体
験
特
区
」の
認
定
を

受
け
た
こ
と
で
設
置
が
認
め
ら
れ
た
、

全
国
で
も
５
カ
所
、
九
州
で
は
こ
こ

だ
け
の「
体
験
型
の
酒
蔵
」で
す
。

　

小
さ
な
酒
蔵
で
は
、
１
回
の
仕
込

み
が
60
㎏
と
い
う
少
量
生
産
だ
か
ら
で

き
る
、
職
人
の
こ
だ
わ
り
を
詰
め
込

ん
だ
限
定
販
売
の
日
本
酒「
和
香
牡

丹 

輪
奏（
り
ん
そ
う
）」を
醸
造
。
洗

米
か
ら
蒸
米
、
麹
づ
く
り
、
仕
込
み
、

搾
り
、
瓶
詰
め
ま
で
、
酒
づ
く
り
の

全
工
程
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
学
で
き
ま

す
。
ま
た
、
平
日
の
午
前
と
午
後
各

１
組（
５
名
ま
で
）限
定
で
、
無
料
の

酒
蔵
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
醸
造
工
程
の
説
明
を
受
け
た

後
に
醸
造
設
備
の
中
に
入
り
、
蔵
人

と
一
緒
に
櫂（
か
い
）入
れ
な
ど
の
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
蔵
で
作
ら
れ
る
生
酒
や
、
三

和
酒
類
の
日
本
酒
の
飲
み
比
べ
を
す
る

な
ら
、「
一
角
Bar
」へ
ど
う
ぞ
。
そ
れ

ぞ
れ
に「
選
べ
る
地
元
食
材
の
ア
テ
」が

一
品
付
く
、「
和
香
牡
丹 

輪
奏
蔵
出

し
利
き
酒
三
種
セ
ッ
ト
」１
０
７
０
円

と
、「
全
米
日
本
酒
歓
評
会
受
賞
酒

利
き
酒
セ
ッ
ト
」８
３
０
円
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
単
品
で
注
文
す
る
と
、

お
気
に
入
り
の
酒
器
を
選
ん
で
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
日
本
酒
の
プ
ロ
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
色
、
香
り
、

風
味
の
違
い
を
試
せ
る
の
は
醸
造
場

併
設
の
バ
ー
な
ら
で
は
楽
し
み
で
す
。

ま
た「
一
角
B
a
r
」で
は
、
店
内
の
蒸

し
器
で
蒸
し
上
げ
ら
れ
た「
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
」１
８
０
円
も
人
気
で
す（
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
１
５
０
円
）。
丸
々
と
膨
ら

ん
で
い
る
姿
か
ら
、
麹
の
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

売
店
で
は
、「
和
香
牡
丹 

輪
奏
」の

で
き
立
て
の
生
酒
や
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

「
K
O
K
U 

N
O 

C
R
A
F
T
」だ

け
で
な
く
、
本
社
工
場
や
日
田
蒸
留

所
、
安
心
院
葡
萄
酒
場
工
房
な
ど
、

他
の
醸
造
場
で
製
造
し
た
焼
酎
や
日

本
酒
、
ワ
イ
ン
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
な
ど
の

酒
類
や
、「
赤
酢
ピ
ク
ルス
」、「
豊
後

牛
し
ぐ
れ
煮
」な
ど
の
加
工
品
、
辛

島 

虚
空
乃
蔵
の
ロ
ゴ
を
あ
し
ら
っ
た

蛇
の
目
盃
や
ト
ー
ト
バッ
グ
な
ど
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
。
こ
こ
で
し
か

買
え
な
い
商
品
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
日
本
酒
の
勉
強
会
や

伝
統
工
芸
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ー

ヒ
ー
の
ハン
ド
ド
リ
ッ
プ
講
座
な
ど
の

「
蔵
塾
」や
、
昼
間
と
は
違
う
夜
の
辛

島 

虚
空
乃
蔵
が
体
感
で
き
る
、
月

１
回
の
夜
間
営
業「
宵
の
蔵
」な
ど
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
。

詳
し
い
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
で
確
認
で
き
ま
す
。

ここでしか購入できない商品も多く、お土産や贈り物にも重宝しそう

清酒工場の精米蔵を移設した「米の蔵」。天井を走る太い梁は、
江戸時代のもの

「辛島 虚空乃蔵」チーフの近藤賢太さん。日本酒造り
の体験から、商品説明まで丁寧に教えてくれる

でき立ての生酒を飲み比べできる、「和香牡丹 輪奏蔵出し利き酒三種セット
（選べる酒のアテ付き）」1070円

酒蔵体験の様子。体験終了後には試飲も

「米の蔵」で醸造された生酒や、三和酒類の日本酒を飲み比べできる

大分県宇佐市辛島4-3
TEL 0978-32-1432
営業時間：10:00～17:00
入場料：無料
定休日：毎週水曜※祝日の場合は営業、お盆・年末年始
駐車場：33台(思いやり駐車場3台)
https://www.sanwa-shurui.co.jp/factory/karashima/

辛島 虚空乃蔵
からしま こくうのくら

小
さ
な
酒
蔵
で

日
本
酒
づ
く
り
を
体
験
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こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
線
状

降
水
帯
の
発
生
や
梅
雨
前
線
の

影
響
に
よ
る
長
雨
、
台
風
な
ど

の
発
生
に
よ
り
、
多
量
の
降
雨

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
風
水
害
で

は
事
前
に
し
っ
か
り
と
情
報
収

集
を
行
い
、
余
裕
を
持
っ
た
避

難
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
風
水
害
に
備
え
る
ポ
イ
ン
ト

　

①
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電

灯
、
ろ
う
そ
く
、
携
帯
ラ
ジ
オ

等
を
用
意
す
る
。（
予
備
の
電

池
も
忘
れ
ず
に
）

　

②
雨
樋
や
側
溝
な
ど
に
落
葉

や
土
砂
等
が
詰
ま
って
い
な
い
か

確
認
す
る
。
ま
た
屋
根
瓦
、
ベ

ラ
ン
ダ
等
、
家
の
周
囲
を
点
検

し
、
壊
れ
て
い
れ
ば
補
修
・
補

強
を
す
る
。

　

③
家
の
周
り
の
危
険
箇
所
や

避
難
所
、
避
難
経
路
な
ど
を
家

族
全
員
で
確
認
す
る
。

　

④
非
常
用
持
出
品
を
確
認

し
、
飲
料
水
や
食
料
は
３

日
分
を
目
安
に
準
備
す

る
。
　

⑤
周
囲
で
起
こ
る
と
予

想
さ
れ
る
災
害
を
、
事
前

に
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
等
で
確

認
し
て
お
く
。

　

地
域
の
自
主
防
災
組

織
の
防
災
訓
練
に
も
参
加

し
て
、い
ざ
と
い
う
時
に

取
る
べ
き
行
動
な
ど
も
今

一度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
事
提
供
＝
大
分
市
消

防
局
警
防
課
警
防
救
助

担
当
班
・
電
話
０
９
７
・

５
３
２
・
2
１
９
９
）

多量の降雨がある時期が近づいています
風水害に備えて事前に情報収集を
非常用持出品の確認も忘れずに

　

富
士
見
が
丘
連
合
自
治

会
は
３
月
25
日
、
第
11
回

森
林
探
検
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

開
催
し
た
。

　

富
士
見
が
丘
は
、
大
分

市
の
「
ふ
る
さ
と
団
地
の
元

気
創
造
推
進
事
業
」
の
初

代
モ
デ
ル
団
地
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
森
林
探
検
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
そ
の
一
環
と
し
て
２
０

１
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

団
地
の
周
囲
が
緑
に
囲
ま
れ

て
い
る
地
理
条
件
を
活
か
し

て
、
自
然
や
景
観
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
い
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
が
続
い
た
が
、
今
年
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
体
力
に
合
わ
せ

て
、
豊
後
国
分
寺
跡
を
往

復
す
る
コ
ー
ス
（
約
７
キ
ロ
）

と
、
団
地
内
を
巡
る
コ
ー
ス

（
約
５
キ
ロ
）
を
設
定
。

参
加
者
ら
は
、
咲
き
始

め
た
桜
の
花
を
眺
め
な

が
ら
歩
き
、
心
地
よ
い

汗
を
か
い
て
い
た
。
ま

た
、
団
地
に
隣
接
す
る

県
立
看
護
科
学
大
学

か
ら
学
生
有
志
が
参

加
。
血
圧
測
定
ブ
ー
ス

を
設
け
た
り
、
住
民
と

一
緒
に
歩
い
て
交
流
を

深
め
て
い
た
。
会
場
で

は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会

な
ど
も
あ
っ
た
。

ふるさと団地の元気創造推進事業の一環
富士見が丘で森林探検ウォーキング
コロナ禍で4年ぶりに開催

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」、身
近
に
あ
る

石
な
ど
を
使
っ
た「
各
種
体
験
教

室
」な
ど
を
予
定
。問
い
合
わ
せ
＝

大
分
市
公
園
緑
地
課（
電
話
０
９

７・５
３
７・５
９
７
５
）。

　

■
お
か
ば
る
花
公
園
ネ
モ
フ
ィ

ラ
祭
り
＝
開
催
中
〜
５
月
14
日

（
日
）。大
分
市
横
尾
、お
か
ば
る
花

公
園
。

　

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
ド
ー
ム
大
分
の
東

側
に
あ
る
耕
作
放
棄
地
を
、地
域

住
民
が
20
年
以
上
か
け
て
整
備

し
た
公
園
。黄
色
い
花
菱
草
や
青

い
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
花
が
楽
し
め
る
。

入
場
無
料
。問
い
合
わ
せ
＝
お
か

ば
る
花
公
園
推
進
協
議
会（
電
話

０
９
７・５
２
０・２
７
６
４
）。

　

■
萬
弘
寺
の
市
＝
５
月
18
日

（
木
）〜
24
日（
水
）。大
分
市
坂
ノ

市
、萬
弘
寺
周
辺

　

１
４
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
続

く
伝
統
あ
る
祭
り
。有
名
な

「
物
々
交
換
市
」で
は
、早
朝
か
ら

「
か
え
ん
か
え
ー
？
」の
か
け
言
葉

で
海
の
幸
、山
の
幸
を
交
換
。期
間

中
は
露
店
や
地
元
関
係
者
に
よ

る
屋
台
広
場
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
予
定
。今
年
の
物
々
交

換
市
は
20
日（
土
）早
朝
４
時
か

ら
予
定
。問
い
合
わ
せ
＝
商
工
会

議
所
坂
ノ
市
支
所（
電
話
０
９

７・５
９
２・１
１
０
９
）。

　

■
祝
祭
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＝
５
月
５
日（
金・祝
）11
時
〜
20

時
30
分
。大
分
市
金
池
、お
部
屋

ラ
ボ 

祝
祭
の
広
場
。

　
「
子
ど
も
や
大
人
た
ち
の
笑
顔

を
取
り
戻
す
！
」を
テ
ー
マ
に
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ブ
を
開

催
。昼
の
部（
13
時
〜
16
時
）で
は
、

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ「
シ
オ
ナ
ー
ズ
」

の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、横
西

子
ど
も
太
鼓
の
太
鼓
演
奏
な
ど

を
予
定
。夜
の
部（
16
時
〜
20
時
）

で
は
、社
会
人
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド「The 

M
eets

（
ザ・ミ
ー
ツ
）」が
大
人
の

音
色
を
披
露
す
る
。18
時
30
分
か

ら
は
川
島
ケ
イ
ジ
さ
ん
に
よ
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
開
催
予
定
。

　

■
お
お
い
た
人
と
み
ど
り
ふ

れ
あ
い
い
ち
＝
開
催
中
〜
５
月

７
日（
日
）10
時
〜
17
時
。大
分
市

平
和
市
民
公
園
。

　
「
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、緑

と
花
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
、春
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
。庭
木
、庭
園
、草
花
、盆
栽
、

果
樹
苗
木
な
ど
の
展
示
即
売
や
、

草
花
の
種
子
無
料
配
布
な
ど
が

行
わ
れ
る
。期
間
中
は
、剪
定
講

習
会
や
緑
化
教
室
な
ど
の
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、樹
木
医
に

よ
る「
み
ど
り
の
相
談
所
」、家
族

や
友
人
と
作
成
す
る「
ふ
れ
あ
い

注
目
の
ニ
ュ
ー
ス

おかばる花公園

おおいた人とみどりふれあいいち

大
分
市
５
月
の
お
出
か
け
情
報

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

◆
山
頭
火
、大
分
の
行
乞

　
「
明
野
の
歴
史
を
た
ど

る
」
歴
史
マ
ッ
プ
の
作
成
に

自
治
会
の
皆
さ
ん
と
共
に

関
わ
り
、
明
治
地
区
の
お

地
蔵
さ
ん
供
養
と
の
関
係

で
九
六
山
円
通
寺
を
訪
ね

ま
し
た
。そ
こ
に
、
山
頭
火

の「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ

た
し
が
歩
い
て
い
る
」
と
刻

ん
だ
句
碑
が
建
っ
て
い
ま

し
た
。一
瞬
、
今
の
自
分
の

見
え
な
い
内
面
を
察
知
さ

れ
た
か
の
よ
う
で
身
震
い

を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、

山
頭
火
が
円
通
寺
を
訪
れ

た
の
は
い
つ
頃
だ
ろ
う
、
と

「
麦
」
の
仲
間
と
言
葉
を
交

わ
し
な
が
ら
、
調
べ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
思
い
つ
い
た
の
が
、

山
頭
火
を
取
り
上
げ
た
県

立
美
術
館
の
２
０
１
８
年

企
画
展
「
歌
心
と
絵
ご
こ

ろ
の
交
わ
り
〜
二
豊
路
漂

泊
の
画
人
佐
藤
溪
と
俳
人 

種
田
山
頭
火
」
で
し
た
。早

速
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を

探
し
、
パ
ン
プ
レ
ッ
ト
を
取

り
出
し
ま
し
た
。そ
こ
に
は

当
時
47
歳
（
今
年
は
没
後

83
年
）の
山
頭
火
が
、
行
乞

流
転
の
旅
で
大
分
か
ら
臼

杵
石
仏
に
向
か
う
途
中
、

円
通
寺
に
た
ど
り
着
い
た

の
が
、
昭
和
４
年（
１
９
２

９
年
）
12
月
24
日
と
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。「
ど
う
し

よ
う
も
な
い
わ
た
し…

」の

句
は
、こ
の
時
期
に
詠
ん
だ

も
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
の
で
、円
通
寺
に
そ
の
句

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
て
も

違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
山
頭
火
と
湯
平
温
泉

　

山
頭
火
は
行
乞
と
酒
浸

り
の
生
活
に
あ
っ
て
も
、

大
分
の
湯
平
温
泉
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
宿
泊
も
し
て

い
ま
す
。「
し
ぐ
る
ゝ
や 

人
の
な
さ
け
に 

涙
ぐ
む
」

と
、
昭
和
５
年
（
１
９
３

０
年
）
11
月
に
湯
平
で
山

頭
火
は
詠
ん
で
い
ま
す
。

湯
平
に
は
数
カ
所
、
山
頭

火
の
句
碑
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
山
頭
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
「
時
雨
館
」
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
記
事
を
書
く

に
あ
た
り
、「
時
雨
館
」

を
訪
ね
よ
う
と
思
い
電
話

を
入
れ
ま
す
と
、
ハ
イ
、

と
商
店
名
の
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。
不
思
議
に
思
っ

て
問
い
返
す
と
、「
時
雨

館
」
は
２
年
前
の
豪
雨
で

花
合
野
川
が
氾
濫

し
て
被
害
を
受
け
、

今
は
な
い
、
と
の

こ
と
で
し
た
。
山

頭
火
ゆ
か
り
の
資

料
は
す
べ
て
観
光

協
会
に
移
管
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

県
内
で
生
活
し
な

が
ら
そ
う
し
た
状

況
も
知
ら
ず
、
汗

顔
の
至
り
で
す
。

山頭火句碑

⑧
…「
山
頭
火
」行
乞
流
転
の
旅

種田山頭火イメージ
（イラスト/広田美茶子）
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大
分
市
横
瀬
地

区
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
、
こ
い
の
ぼ
り
揚

げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

5
月
10
日
（
水
）
頃

ま
で
の
予
定
。

　

横
瀬
ま
ち
づ
く
り

活
性
化
実
行
委
員

会
の
主
催
で
、
家
庭

で
使
わ
な
く
な
っ
た

こ
い
の
ぼ
り
や
幟（
の

ぼ
り
）
や
吹
き
流
し

を
譲
り
受
け
て
補
修

し
て
使
用
。
今
年
は

横
瀬
小
学
校
と
横
瀬

西
小
学
校
を
今
春
卒

業
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
無
地
の
こ
い
の

ぼ
り
に
自
由
に
色
を

つ
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
で
参
加
。
緑
が

丘
団
地
の
中
心
部
に

あ
る
大
迫
堤
と
、
国

道
２
１
０
号
線
沿
い

の
横
瀬
川
河
川
敷

に
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
こ
い
の
ぼ
り
を
揚

げ
て
、
住
民
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。

横瀬地区の住民有志が地域活性化にと企画

五月晴れの空にこいのぼり揚げ
　
「
人
が
安
心
・
明

野
創
生
」
実
行
委
員

会
は
、
こ
の
ほ
ど
明

野
の
歴
史
を
た
ど
る

歴
史
マ
ッ
プ
を
制
作

し
た
。
そ
れ
に
先
立

ち
3
月
20
日
、
関
係

者
が
参
加
し
て
歴
史

マ
ッ
プ
の
コ
ー
ス
を
巡

る
バ
ス
視
察
を
行
っ

た
。

　

歴
史
マ
ッ
プ
は
、

明
治
村
猪
野
山
時

代
か
ら
明
野
開
拓
団

時
代
、
明
野
団
地
開

発
以
降
の
３
つ
の
時

代
に
区
分
し
て
、
ゆ

か
り
の
あ
る
明
野
・

明
治
地
区
の
名
所
や

旧
跡
を
紹
介
し
て
い

る
も
の
。
昨
年
か
ら

準
備
を
進
め
て
き

た
。

　

バ
ス
視
察
で
は
、

制
作
の
仕
上
げ
と
し

て
、
二
目
川
地
蔵
尊

や
岡
原
天
神
社
、
明

野
開
発
起
工
式
跡
、

天
然
塚
公
園
な
ど
、

マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
を
巡
っ
て

現
地
を
確
認
し
た
。

　

歴
史
マ
ッ
プ
は
５

月
中
に
明
野
地
区
の

各
自
治
会
、
公
民
館
、

学
校
な
ど
に
配
布
さ

れ
る
予
定
。

「人が安心・明野創生」実行委員会
「明野の歴史をたどる」歴史マップを制作

　
明
野
緑
町
は
明
野
西
町

と
と
も
に
、明
野
団
地
の

中
で
最
初
に
入
居
が
始
まっ

た
地
区
で
あ
り
、
住
民
の

高
齢
化
と
世
代
交
代
が
同

時
に
進
行
し
てい
る
。そ
ん

な
明
野
緑
町
の
老
人
ク
ラ

ブ
で
あ
る「
明
野
緑
町
グ

リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
」（
会
員
31

人
）の
会
長
を
務
め
る
の

が
野
上
栄
三
さ
ん（
84
歳
）。

　
野
上
さ
ん
は
満
州
出
身

で
、
戦
後
、母
の
実
家
の
あ

る
大
分
市
へ
越
し
て
き
た
。

学
校
を
卒
業
後
、
建
設
会

社
に
就
職
。
機
械
エ
ン
ジニ

ア一筋
に
、
64
歳
の
定
年
退

職
ま
で
ほ
ぼ
単
身
赴
任
で

全
国
の
工
事
現
場
を
飛
び

回って
き
た
。

　
明
野
に
は
妻
の
信
子
さ

ん
と
結
婚
後
、昭
和
42
年

に
明
野
西
町
の
県
営
住
宅

へ
入
居
。
平
成
２
年
に
明

野
緑
町
へ
転
居
し
た
。「
明

野
で
暮
ら
し
始
め
た
頃
は

団
地
が
開
発
中
で
、
道
路

も
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
赤

土
で
、タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で

も
汚
れ
る
か
ら
と
嫌
が
ら

れ
た
も
ので
し
た
」

　
退
職
後
は
地
域
活
動
に

も
参
加
し
、
自
治
会
副
会

長
を
５
年
、ク
リ
ー
ン
推

進
員
を
８
年
務
め
た
。

　
「
明
野
緑
町
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
」は
、明
野
緑
町
老

人
ク
ラ
ブ
を
発
展
的
に
解

消
し
、平
成
28
年
６
月
に

結
成
さ
れ
た
。
野
上
さ
ん

は
、
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
結
成

を
機
に
入
会
し
、
昨
年
４

月
に
会
長
に
就
任
。
事
務

局
を
務
め
る
信
子
さ
ん
を

は
じ
め
、
役
員
ら
と
コロ
ナ

禍
で
の
活
動
を
模
索
し
て

き
た
。
昨
年
か
ら
徐
々
に

活
動
を
再
開
し
、
感
染
の

流
行
期
の
合
間
を
見
な
が

ら
、
懇
親
会
や
定
例
会
、

バ
ス
旅
行
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
今
年
も
３

月
に
大
分
旅
割
を
利
用
し

て
、日
出
町
ま
で
花
見
を

兼
ね
た
日
帰
り
研
修
バ
ス

旅
行
を
行
い
、
会
員
か
ら

も
好
評
だった
と
い
う
。「
会

員
は一人
暮
ら
し
が
多
い
の

で
、
行
事
が
あ
る
と
気
分

転
換
に
な
る
と
喜
ん
で
く

れ
る
。
今
年
は
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
さ
ら
に
行

事
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
」

と
意
気
込
む
。

明野緑町グリーンクラブ
会  長

野上 栄三 さん

会
員
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

「
今
年
は
行
事
を
増
や
し
た
い
」

明野の
世話役さん

第 36 回

一工
夫
、い
わ
ゆ
る
明
野
住
民
と

の
協
調
性
が
必
要
な
気
も
す
る
。

　
明
野
地
区
は
こ
れ
ま
で
、
度
々

交
通
の
利
便
性
確
保
に
関
し
て

行
政
と
議
論
し
て
き
た
。
最
近
、

市
当
局
は
、
国
の
施
策
を
受
け

て
大
南
、
野
津
原
、
佐
賀
関
の

三
地
域
で
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
実
験
運
行
を
行
い
、

近
々
本
格
運
行
に
移
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　
国
の
方
針
は
、
過
疎
対
策
だ

け
で
は
な
く
、
団
地
に
お
い
て
も

事
情
に
よって
実
験
・
運
行
を
可

能
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
強

く
行
政
に
働
き
か
け
て
い
る
が
、

不
可
能
と
い
う
明
確
な
根
拠
も

示
さ
ず
、
色
よ
い
返
事
は
未
だ
な

い
。
行
政
ト
ッ
プ
の
交
代
を
機
に

改
め
て
指
導
性
を
発
揮
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
明
野
地
区
は
行
政
に
対
応
す

る一方
、
明
野
団
地
の
開
発
・
形

成
の
経
緯
か
ら
、
住
民
密
着
型
の

営
業
を
推
進
し
て
い
る
あ
け
の
ア

ク
ロ
ス
と
の
互
恵
関
係
を
一貫
し

て
維
持
し
、
今
日
に
至って
い
る
。

明
野
最
大
の
行
事
、
明
野
まつ
り

も
、こ
れ
ま
で
ア
ク
ロ
ス
の
多
大

な
援
助
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
き

た
。
現
在
、
ア
ク
ロ
ス
依
存
の
明

野
ま
つ
り
を
見
直
し
、
も
っと
自

立
性
の
明
野
まつ
りへ
移
行
し
よ

う
と
懸
命
に
模
索
し
てい
る
。

　
そ
し
て
交
通
の
利
便
性
確
保

問
題
も
含
め
、
ア
クロ
ス
と
住
民

の
互
恵
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展

に
、
もっと
議
論
し
て
双
方
で
知

恵
を
絞
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。　
　

　
３
月
中
旬
、
明
野
団
地
の
ほ

ぼ
全
域
に「
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く

し
丸
（
篤
志
丸
）」の
新
聞
折
込

み
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
た
。「
家

の
前
で
、
見
て
、
選
ん
で
、
買
い

物
が
で
き
る
」
が
う
た
い
文
句
に

な
って
い
る
。
チ
ラ
シ
を
手
に
し

た
高
齢
者
は
、「
ほ
〜
ぉ、こ
れ

は
便
利
だ
」と
思った
人
が
多
い
。

顔
を
合
わ
せ
る
と
そ
のこ
と
が
話

題
と
なって
拡
散
し
てい
る
。

　
現
在
、
明
野
地
区
は
高
齢
化

が
急
激
に
進
展
し
、
特
に
、
買
い

物
、
通
院
の
交
通
手
段
に
難
渋

し
て
い
る
人
が
多
い
。
す
で
に
、

明
野
の一部
地
域
で
は
軽
ト
ラ
の

移
動
販
売
が
行
わ
れ
、
高
齢
家

族
に
は
重
宝
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
明
野
全
域
で
、
家
の
前
で
買

い
物
（
刺
身
や
寿
司
な
ど
生
鮮

品
ま
で
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
な
お
さ
ら
利
便
性
が
向
上

す
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
移
動
販
売
は
、
食
料

品
の
販
売
に
限
ら
ず
、
困
り
ご
と

の
相
談
も
受
け
、
可
能
な
限
り

お
手
伝
い
を
す
る
と
宣
伝
し
て
い

る
。
高
齢
者
が
直
面
す
る
生
活

の
困
難
性
に
対
応
し
て
お
り
、
期

待
が
膨
ら
む
。
し
か
し
、
今
回
の

「
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
」
構

想
が
軌
道
に
乗
る
た
め
に
は
も
う

第75回
文/明野曽呂利

明
野
に
移
動
ス
ー
パ
ー
？明野地区の初期から住民に親しまれて

いるあけのアクロスタウン。

連 載

ア
ク
ロ
ス
と
住
民
は
互
恵
関
係
！

明
野
の
要
望
、交
通
の
利
便
性
！
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　みなさんにとっての「しあわせ」
とは何ですか？　「自分らしさを大
切にすること」「病気をせず健康に
暮らすこと」「家族や友人との楽し
い交流」など、答えは人それぞれで
しょう。心も体も元気で、社会との
関係も良好な状態を「ウェルビー
イング（well-being）」といい、「しあ
わせ・健康・福祉」と訳されます。
　近年、国内外の心理学の研究者
らによって、「楽観的な人は幸せ」
「人と自分を比べすぎない人は幸
せ」といった幸福のメカニズムや、
快・不快を感じる脳内物質など科
学的に解明されています。他にも
「自己決定する人は幸せ」「多様な
つながりのある人は幸せ」「利他的
で親切な人は幸せ」「感謝する人は
幸せ」「チャレンジする人は幸せ」と

いった研究結果もあります。また、
お金や地位など、他人との比較に
よって得られる幸せよりも、健康や
家族・友人との関係性といった他人
と比べられない幸せの方が長続き
することも分かっています。さらに
高齢期に関連する調査では、「幸せ
な人は認知症リスクが低い」「記憶
力が悪い方が幸せ」「幸せを感じて
いる人は、そうでない人に比べ、7.5
～10年寿命が長い」とされます。
　みんなの後見センターは、ウェル
ビーイングを念頭に、任意後見制
度・死後事務委任契約・遺贈寄付
を活用するお手伝いをしています。
どうすれば自分らしい幸せを実感
し、高齢期を安心して過ごすことが
できるか。私たちと一緒に考えてみ
ませんか？

幸せを感じるヒント第10回

Q

案内人

第二十五話

　

５
月
に
開
催
す
る〝
ホ
コ
天
〞は
、
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ルス
に
よ
る
制
限
が
解
除
さ
れ
、
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
か
ら
、

初
め
て
と
な
り
ま
す
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
感
染
症
対
策
に
気
を
配
り
な
が
ら
の
開

催
と
な
り
ま
す
が
、
歩
行
者
天
国
と
遊
園
地
を

合
わ
せ
た「
ホ
コ
テ
ン
チ
」と
銘
打
ち
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
め
る
企
画
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
車
で
いっ
ぱ
い
の
中
央
通
り
が
、
歩
行

者
に
開
放
さ
れ
る
非
日
常
感
。
道
の
真
ん
中
に

立
つ
だ
け
で
、
特
別
な
気
分
が
味
わ
え
る一日
で

す
。
こ
の
機
会
に
街
な
か
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
が
目
的
で
は
な
く

街
の
魅
力
を
知
る
き
っ
か
け
に

思
い
描
い
た
東
京
銀
座

思
い
が
け
な
い
苦
難
の
ス
タ
ー
ト

　

平
成
28
年
10
月
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
た
、

「
大
分
市
中
央
通
り
歩
行
者
天
国
」。
府
内
町

と
中
央
町
の
間
を
走
る
中
央
通
り
を
市
民
に
開

放
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
に
新
た
な
魅
力

を
創
出
し
、
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は「
東

京
の
銀
座
通
り
で
開
催
で
き
て
い
る
の
だ
か
ら
」

と
高
を
括
っ
て
い
ま
し
た
が
、
警
察
の
許
可
を
取

る
こ
と
か
ら
難
航
。
交
通
規
制
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
交
通
機
関
の
協
力
や
、
関
係
者
の
努
力

の
甲
斐
あ
っ
て
、
無
事
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

「
街
を
隔
て
る
車
道
が
な
く
な
る一日
」

歩行者天国幹事会
幹事長

スポット

2023年5月27日（土）
12：00～15：00
（小雨決行）

問い合わせ先
大分市中央通り
歩行者天国

推進委員会事務局
株式会社大分まちなか倶楽部
TEL.097-573-7377

大分市中央通り
歩行者天国

1964年、大分市生まれ。
セントポルタ中央町副理
事長。中央町「かすりと
洋品の近江屋」3代目店
主で、中心市街地の振興
に32年間取り組んでい
ます。趣味も「街に関わ
ること」。

　

当
初
は
、
人
を
集
め
る
こ
と
だ
け
に
執
心
し

て
、
外
部
か
ら
飲
食
店
を
募
集
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
は
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
人
が
集
中
し
、

街
な
か
を
回
遊
し
て
、
街
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
と
い
う
本
来
の
目
的
に
対
し
て
逆
効
果
に
な
る

こ
と
も
。
そ
こ
で
現
在
は
、
飲
食
は
街
な
か
店

舗
と
市
町
村
の
ブ
ー
ス
に
限
り
、
市
民
参
加
型

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
メ
イ
ン
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
来

場
者
数
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ベン
ト

を
き
っ
か
け
に
、
街
に
訪
れ
る
人
が
増
え
る
よ
う

な
構
成
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

一
日
限
り
の
非
日
常
感
を
満
喫

再
び
声
を
上
げ
て
楽
し
め
る
よ
う
に

↑普段はJR大分駅構内で走るぶんぶん
号（乗車無料）も登場。ほかにも空気で膨
らませるエア遊具も複数用意

↑ホコ天は、商店街や経済界、学識経験者、公共交通事業者、報道機関、行政等から
構成される委員会が主催している

↑片側3車線分のスペースで、子どもたちが
思いっきり体を動かして遊ぶこともできる

↑今後はホコ天を生かし、複数のイベントを同時開催。街なかを歩いて楽しめ
る一日にすることが目標だ

小林 裕二さん
こばやし ゆうじ

住まいとおかねの相談所
マネージャー

清水 裕一朗
各種セミナー開催中

　「
Ｆ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
住
ま
い
と
お
か

ね
」で
は
、住
宅
購
入
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
の
資
金
計
画
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
住
宅
購
入
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、そ
れ
は「
頭
金
は

入
れ
て
は
い
け
な
い
!!
」と
い
う
こ

と
で
す
。な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
よ
ね
。住
宅
購
入
の
際
に
は
、一

般
的
に
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
ま
す
。

た
だ
、ロ
ー
ン
は
多
く
借
り
た
く
な

い
と
い
う
考
え
か
ら
、頭
金
を
入
れ

て
借
入
額
を
抑
え
よ
う
と
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。間
違
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
頭
金
は
多
く
、借
入
額

は
少
な
く
」は
適
切
な
ロ
ー
ン
の
借

り
方
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
こ
こ
が

落
と
し
穴
で
す
。

　
確
か
に
借
入
額
を
少
な
く
す
れ

ば
、利
息
の
支
払
い
も
少
な
く
な
り
、

総
支
払
額
も
減
る
の
で
メ
リ
ッ
ト
と

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

が
、頭
金
の
支
払
い
は
現
金
の
使
い

道
を
建
物
代
と
土
地
代
と
い
う
用

途
に
利
用
し
た
だ
け
な
の
で
す
。

　
一
方
、頭
金
を
少
な
く
し
て
、現
金

を
多
く
手
元
に
残
し
て
お
け
ば
、住

宅
購
入
時
に
は
見
え
な
か
っ
た
リ
ス

ク（
例
え
ば
教
育
資
金
や
リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
な
ど
）に
対
応
で
き
ま
す
。つ

ま
り
現
金
の
使
い
道
を
多
用
途
に

で
き
る
の
で
す
。特
に
今
の
低
金
利

の
時
代
に
は
、早
く
返
済
す
る
こ
と

が
損
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
ま
た
、頭
金
を
少
な
く
し
て
、借
入

額
を
多
く
す
る
こ
と
で
有
利
な
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
家
庭
に
合
っ
た

住
宅
購
入
方
法
を
一
緒
に
探
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。人
生
で
一
番
高
い
買
い

物
だ
か
ら
こ
そ
賢
い
選
択
を
!!

　
住
宅
購
入
を
考
え
始
め
た
方
、住

宅
購
入
検
討
中
の
方
は
、ぜ
ひ
当
店

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。住
宅
購
入
の
資

金
計
画
に
特
化
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、あ
な
た
の
住
宅

購
入
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

第
25
回

住宅購入時は頭金を
入れてはいけない!?
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新診療所午後2:00～   6:00
午前9:00～12:30

大分市下郡南1-3-7
駐車場完備 https://www.ando-shonika.com

ベツダイのマンション管理
宅建業免許／国土交通大臣（2）第008565号 建設業許可／国土交通大臣免許（特-1）第25328号 一級建築士事務所 大分県知事許可22S-13264号

（公社）全日本不動産協会会員 （一社）九州不動産公正取引協議会加盟 マンション管理業／国土交通大臣(4)第092959号 賃貸住宅管理業者／国土交通大臣(2)第0001295号

TEL.097-533-2471
大分市向原東2丁目2-30　9：00～18：00（年末年始、夏季休業あり）株式会社ベツダイ 分譲管理部

現在のマンション管理会社に不満はありませんか？ 地域密着60年・大分のマンションのことなら「ベツダイ」へ。
マンションの施工から管理まで、トータルサポートの実績を多く持つ当社が、組合員さまの疑問にしっかりとお答えします。

マンション管理 無料相談会 受付中マンション管理 無料相談会 受付中
秘密厳守

完全予約制

共用部分が
汚い

管理費の明細が
不明瞭

管理会社の
対応が遅い

管理人に
不満がある

見直したいけれど
専門知識がない

マ
ン
シ
ョ
ン
の

Q
A&

か
か
り
つ
け
医

不
動
産
総
合
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
の
実
績
が
あ
る

「
ベ
ツ
ダ
イ
」だ
か
ら
こ
そ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
お
困
り
ご
と
に
対
応
で
き
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
に
建
物
を
大
切
に
守
っ
て
い
ま
す
。
case.19

Qマンションをリフォームする時に
気をつけることは？

マンション入居者の
Dさんご夫婦
（48歳・45歳）

　
マ
ン
シ
ョン
で
は
各
居
住
者
さ
ま
が
快
適
な
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、全
体
の
ル
ー
ル
で
あ
る
管
理

規
約
を
設
け
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
専
有
部
分（
住
戸
）

の
使
用
方
法
、共
用
部
分
の
範
囲
と
使
用
方
法
、理
事

会
の
権
限
・
義
務
、管
理
組
合
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
ル
ー
ル
も
管
理
規
約
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。基
本
的
に
、通
路
や
階
段
と
いっ
た
共
用

部
分
は
リ
フ
ォ
ー
ム
不
可
で
す
が
、各
住
戸
は
区
分
所
有

者
の
持
ち
物
な
の
で
リ
フ
ォ
ー
ム
可
能
で
す
。窓
ガ
ラ
ス
や

窓
枠
は一
般
的
に
共
用
部
分
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、マ
ン

シ
ョン
に
よ
っ
て
は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
認
め
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。ほ
か
に
も「
水
ま
わ
り
設
備
を
移
動
し
て
は
い
け
な

い
」「
配
管
の
交
換
は
禁
止
」「
分
電
盤
の
容
量
は
上
限

を
守
る
」と
いっ
た
ル
ー
ル
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。自
分
の
や

り
た
い
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
る
か
を
、管
理
規
約
で
事
前
に

し
っ
か
り
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
際
は

工
事
の
申
請
書
や
設
計
図
、仕

様
書
、工
程
表
な
ど
、必
要
な
書

類
を
揃
え
て
事
前
に
管
理
組
合

に
申
請
し
、許
可
を
得
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。も
し
、申
請
を
し
な

か
っ
た
り
、正
式
な
許
可
が
降
り

る
前
に
工
事
を
始
め
た
り
す
る

と
、管
理
組
合
か
ら
工
事
の
差
し

止
め
や
原
状
回
復
を
求
め
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、必
ず
工

事
前
に
許
可
を
得
ま
し
ょ
う
。

A
BEFORE

AFTER

〒870-1151 大分市大字市1213番地

TEL.097-541-1311（代表） http://san-ai-group.org/

DOCTOR/消化器内科/
消化器病・内視鏡センター長

錦織 英史
日本膵臓学会 認定指導医・日本胆道学会 認定指導医
日本消化器内視鏡学会 専門医・指導医・九州支部評議員
日本消化器病学会 専門医・日本内科学会 認定内科医
大分大学医学部臨床准教授

消
化
器
内
科
は
、食
べ
物
の
通

り
道
で
あ
る
食
道
、胃
、小
腸
、

大
腸
な
ど
の
消
化
管
に
加
え
、肝
臓
、胆
の
う
、

膵
臓
な
ど
の
消
化
器
全
般
を
専
門
的
に
診

療
し
ま
す
。消
化
器
系
が
不
調
だ
と
感
じ
る

と
き
は
た
め
ら
わ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
一
概
に「
腹
痛
な
ら
消
化
器
内
科
」と

言
い
切
れ
な
い
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。腹

痛
の
症
状
を
訴
え
る
患
者
さ
ま
の
中
に
は
、

尿
管
結
石
や
、子
宮
、卵
巣
な
ど
の
婦
人
科

疾
患
が
原
因
の
こ
と
も
あ
り
、他
の
診
療
科

を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、胃

が
痛
い
と
感
じ
て
い
た
ら
心
臓
が
悪
か
っ
た
な

ど
、痛
み
を
感
じ
る
場
所
が
悪
い
場
所
と
は

限
ら
な
い
の
が
人
間
の
体
で
す
。そ
も
そ
も
痛

み
を
感
じ
な
い
臓
器
も
あ
り
ま
す
。「
沈
黙
の

臓
器
」と
呼
ば
れ
る
肝
臓
や
膵
臓
な
ど
は
、腫

瘍
が
臓
器
を
飛
び
出
す
く
ら
い
大
き
く
な
っ

て
初
め
て
症
状
を
自
覚
し
、す
で
に
病
気
が

進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
し
ば
し
ば
。長
年
、

真
剣
に
医
者
を
し
て
い
る
と
、症
状
は
も
ち
ろ

ん
生
活
習
慣
や
他
の
病
気
の
背
景
か
ら
、原

因
臓
器
を
探
偵
の
よ
う
に
突
き
詰
め
て
い
く

診
断
能
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
す（
笑
）。

　

検
査
で
い
う
と
、私
た
ち
消
化
器
内
科
は

胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
な
ど
の
内
視
鏡
を

武
器
と
し
て
い
ま
す
。内
視
鏡
を
体
内
に
挿

入
し
、直
接
観
察
し
な
が
ら
病
気
を
診
断
す

る
だ
け
で
な
く
、早
期
の
消
化
管
癌
は
除
去

し
、完
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。特
に
、超

音
波
内
視
鏡
検
査
で
は
、体
内
か
ら
エ
コ
ー
検

査
を
行
う
こ
と
で
、診
断
が
難
し
い
胆
の
う
や

胆
管
、膵
臓
を
よ
り
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
に
は
、超
音
波
内
視
鏡

診
断
装
置
を
は
じ
め
と
す
る
最
先
端
の
診
断

ツ
ー
ル
だ
け
で
な

く
、指
導
医
や
専

門
医
の
資
格
を
持

つ
医
師
、専
門
技

術
を
持
つ
技
師
や

看
護
師
に
よ
る
診
療
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、進
学
や
就
職
、転
勤
、

異
動
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
体
調
不

良
、い
わ
ゆ
る「
５
月
病
」と
呼
ば
れ
る
症
状
が

増
え
て
き
ま
す
。「
脳
腸
相
関
」と
言
い
ま
す

が
、脳
と
腸
に
は
密
接
な
関
係
性
が
あ
り
、ス

ト
レ
ス
が
あ
る
と
食
欲
が
落
ち
た
り
、お
腹
を

壊
し
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
、す
べ
て
の
体
調
不
良
を
５
月
病
と
自

己
判
断
し
て
し
ま
う
の
は
大
変
危
険
で
す
。

な
か
に
は
大
き
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。ち
ょ
う
ど
健
康
診
断
の
時

期
で
も
あ
る
の
で
、ま
ず
は
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。ま
た
、機
会

が
あ
れ
ば
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

も
重
要
で
す
。内
視
鏡
検
査
で
無
症
状
の
う

ち
に
腫
瘍
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、開
腹
す
る
こ
と
な
く
内
視
鏡
手
術
で
除

去
で
き
、術
後
の
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。内
視
鏡

は
苦
し
い
し
、怖
い
と
い
う
方
に
は
希
望
に
よ

り
鎮
静
剤
を
使
っ
て
眠
っ
て
い
る
間
に
検
査
を

終
了
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。今
ま
で
に
内

視
鏡
検
査
を
し
た
こ
と
が
な
い
な
ど
、自
分
の

内
臓
の
状
態
を
知
り
た
い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

消
化
器
内
科
で
は
ど
ん
な
症
状
を

診
て
も
ら
え
ま
す
か
？

教えて！錦織先生
お腹のあれこれ

OITA SANAI MEDIGAL CENTER

Vol.02

C I T Y  PR E S S

しんさつしつ
聞き手 荒金 由希

子

今回の感想

自
分
の
体
の
状
態
を
知
る

た
め
に
も
、定
期
的
な
検
査

は
必
要
で
す
ね
。

第746号［7］  令和5年5月1日



5月 3日
（祝）
4日
（祝）
5日
（祝）
6日
（土）
7日
（日）
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大分市坂ノ市・日吉原レジャープールそば

たくさんの方にご来場いただいております！

第746号［9］  令和5年5月1日



【適用症状】 変形性膝関節症による膝の痛み
【診 療 日】 毎週火曜午前、木曜午前　【担 当 医】 亀井誠治

大分岡病院では、 2022年12月より人工膝関節置
換術にて、執刀医のサポートを行う手術支援ロボ
ット「ROSA ®Knee（ロザ・ニー）システム」を大分県
で初導入しました。
ロザ・ニーシステムは、六軸多関節ロボットアーム
と光学カメラユニットに分かれており、患者さん
の膝の位置を正確に把握し、人工膝関節を置換
するための骨切り量を0.5mm単位、角度を0.5°単位で設定が可能です。
手術前の計画だけでなく、手術中にリアルタイムでの計画変更もできるた
め、患者さん一人ひとりに対して柔軟に対応ができるようになりました。
今まで骨を削る量や角度は、医師の経験や技術、感覚に頼る部分があり
ましたが、この手術支援ロボットの導入により、従来よりも低侵襲で合併症
の少ない安心・安全な手術が行えます。

大分県初！人工膝関節手術
支援ロボットを導入しました

大分岡病院
メディカル通信

第
１
回

地域・患者総合支援センター
TEL：097-503-5033
※外来受診は紹介状と予約が必要です

社 会 医 療 法 人  敬 和 会

大分岡病院

1.より正確に、より安定した手術を実現
2.術後のQOL（生活の質）が向上
3.保険適用で安心

3つの
メリット

大分市花園2-11-42
097-567-8910

097-549-3300
タクシードライバー募集

個性的

月15日休み・平均月収23万円 学歴不問 未経験OK 研修制度

採用担当：佐久間

私は自他ともに認める「資格マニア」です。タクシー
ドライバーを目指したのは、自分が持っている運
転免許を有効活用するため。会社の全面サポート
のおかげで「中型2種」の資格を取得できました！
初めての接客業でドキドキの毎日ですが、資格の
勉強で培った幅広い知識を活かし、お客さまを
トークで楽しませるのが目標です。個性的で記憶に
残るドライバーになれるよう頑張ります。

ドライバー  渡辺 菜月
大分市タクシー協会主催サービスコンテスト優勝

　

万
一の
事
故
の
際
は
、専
用
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
専
用
安
否
確

認
デ
ス
ク
に
つ
な
が
る
か
ら
安
心
。

オ
ペ
レ
ー
タ
が
あ
な
た
に
連
絡
し
、

事
故
対
応
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
事
故

の
映
像
を
し
っ
か
り
記
録
し
て
、あ

な
た
の
運
転
を「
見
守
る
」味
方
に
。

　

事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
運
転
を

注
意
喚
起
す
る「
安
全
運
転
支
援
ア

ラ
ー
ト
」、運
転
傾
向
を
分
析・ア
ド

バ
イ
ス
す
る「
運
転
診
断
レ
ポ
ー

ト
」、毎
月
の
運
転
状
況
や
事
故
緊

急
自
動
通
報
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
結

果
等
を
家
族
等
に
お
知
ら
せ
す
る

「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
運
転
を
し
っ
か
り
見
守

る
三
井
住
友
海
上
の
専
用
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
、安
心
の
カ
ー
ラ
イ

フ
を
送
り
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
事
故
は
、ど
ん
な
に
気
を

付
け
て
い
て
も
、相
手
の
運
転
に
よ
っ

て
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
う
し
た
と
き
、事
故
の
瞬
間
や

周
囲
の
状
況
を
覚
え
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、覚
え
て
い
て
も
、

事
故
の
相
手
と
意
見
が
食
い
違
っ

て
、納
得
で
き
る
事
故
の
解
決
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

三
井
住
友
海
上
の「
Ｇ
Ｋ
見
守

る
ク
ル
マ
の
保
険（
ド
ラ
レ
コ

型
）」は
、通
信
機
能
付
き
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

自
動
車
保
険
で
す
。専
用
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
が
運
転
を
見
守
っ
て
、

安
心
を
お
届

け
し
ま
す
。

三井住友海上の

〒870-0036 大分県大分市寿町11番22号
TEL 097-537-3700 FAX 097-537-3701 MAIL info@msoc.jp

休9:00～17:00 土・日・祝 年末年始

事
故
緊
急
自
動
通
報
サ
ー
ビ
ス

安
全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

３
つ
の
サ
ー
ビ
ス

高
品
質
な
録
画
機
能
で

安
心・納
得
の
事
故
対
応
を

営

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
見
守
る
安
全
運
転

動
画
は

コ
チ
ラ
か
ら

大分支店

　子ども第一
に生きてきた
父を見送って
13年が経っ
た。残された
今年97歳になる母の、い
まだ何か子どもの力にな
ろうとする姿に、ようやく親
への感謝がわかるように
なった自分の生き方を、息
子家族を通しながら振り
返り、家族とは何かを記録
に残したいとつづり続け
ている。人それぞれの生
き方が、幸せで希望に満
ち溢れるように、サポート
できればと活動している。
気軽にお電話ください。
携帯080-3990-0369

文 / 絵 大澤 まゆみ

　

私
が
社
会
に
出
た
こ
ろ
は
、

『
三
高
』
と
い
っ
て
、
高
学
歴
、

高
収
入
、
高
身
長
が
理
想
の

男
性
像
で
し
た
の
で
、
や
り

た
い
こ
と
、
思
い
つ
い
た
こ
と

を
気
ま
ま
に
や
っ
て
い
る
そ
の

日
暮
ら
し
の
息
子
た
ち
の
未

来
を
、
不
安
に
思
わ
な
か
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
的
に
は
、「
な
ん
で
人

並
み
の
こ
と
が
で
き
な
い
の
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ

く
考
え
て
み
る
と
、
誰
よ
り

も
人
並
み
で
な
か
っ
た
の
は

私
で
し
た
。
そ
れ
に
気
づ
け

子
ど
も
は
親
の
鏡
た
の
も
、
心
理
学
を
学
ん
だ

お
か
げ
で
す
。

　
「
他
人
の
ふ
り
見
て
、
我
が

ふ
り
な
お
せ
」
で
は
な
い
で

す
が
、
息
子
た
ち
の
在
り
方

は
、
私
そ
の
も
の
な
の
だ
と
、

よ
う
や
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
って
い
き
ま
し
た
。

　
コ
ツ
コ
ツ
ま
じ
め
に
働
い
て
、

社
会
の一
員
と
し
て
責
任
を
果

た
し
な
が
ら
家
族
の
平
和
を

守
っ
て
い
た
父
に
反
発
し
て
、

感
情
の
ま
ま
に
家
を
出
て
、

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
生
活

を
し
た
20
代
の
私
。
ど
れ
だ

け
両
親
は
心
を
痛
め
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
ろ
の
自
分

を
思
い
出
す
か
の
よ
う
に
、
息

子
た
ち
が
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

私
が
求
め
た
も
の
は
な
ん

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

私

は
、
心
理
学
を
通
し
て
、
自
分

の
人
生
を
振
り
返
り
、
置
き

去
り
に
し
て
き
た
感
情
を
取

り
戻
す
旅
を
始
め
ま
し
た
。

本当の自分
孫誕生から始まったばあばへの道

さらに究める『母道』 連載
第57回

親
の
敷
い
た
レ
ー
ル

か
ら
外
れ
る
と
き
、

自
分
の
作
る
人
生
が

始
ま
る
。そ
の
時
、親

は
、子
ど
も
を
見
て

自
分
の
人
生
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、親
子
で
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
進
め
る
。

一言メッセージ

　
「
人
生
の
締
め
く
く
り
を

ど
の
よ
う
に
迎
え
た
い
の
か
」

を
、
家
族
や
親
し
い
人
た
ち

に
書
き
残
す
終
活
ツ
ー
ル「
ゆ

い
ご
ん
白
書
®
」を
ご
存
じ
で

す
か
？ 

遺
言
書
や
分
厚
い
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は
違
い
、

60
項
目
に
チェッ
ク
を
入
れ
て

い
く
だ
け
で
、
早
い
方
で
は

40
分
ほ
ど
で
気
軽
に
で
き
る
、

新
し
い
終
活
ツ
ー
ル
で
す
。

　
「
残
さ
れ
た
家
族
や
知
人

が
困
ら
な
い
よ
う
、
意
向
を

書
き
残
し
た
い
」と
い
う
方
や
、

「
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、「
記

入
を
終
え
て
、
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
を

過
ご
せ
そ
う
」と
いっ
た
、
ご

自
身
の
人
生
の
棚
卸
し
的
な

目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
想
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
終
活
を

「
学
び
」、「
書
い
て
」、「
完

成
」さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
講
師
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、一
緒
に
チ
ェッ
ク
を
進

め
る
の
で
安
心
。
3
枚
複
写

式
で
、
３
人
の
大
切
な
方
に

預
け
ら
れ
ま
す
。

　

節
目
節
目
に
、
自
分
の
思

い
を
書
き
残
し
て
お
く
こ
と

は
大
切
で
す
。
自
分
の
歩
い

て
き
た
人
生
を
も
う
一
度
見

つ
め
直
し
、
整
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
充
実
し
た
も
の
に
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ゆ
い
ご
ん
白

書
®
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
ま

せ
ん
か
？

問い合わせ先
リプル

TEL.097-576-7225

料金／90分5000円
（ゆいごん白書®
テキスト代込み）

information
毎月定期的にセミナーを行っています。

「興味がある」「やってみたい」という方は、
お気軽にお問い合せください。

「ゆいごん白書®について」
vol .1

ゆいごん白書®や終活について
など質問がある方は、OITA 
CITY PRESS編集部まで、FAX
またはメールにてご連絡くださ
い。その中から紙面にてお答え
していきたいと思います。

質問がある方を
募集しています！

FAX.097-536-1659
info@oitadanchi.com

anan

講師
阿南映紹子

第746号 令和5年5月1日  ［10］



弁護士 平松 まゆき
大分市府内町1-6-36 T.S APARTMENT 3階

賃貸借の連帯保証人は
慎重に決断を

TEL.097-535-7686

デイリースポーツでも
コラム連載中

【第17回】

　今回も住まいにまつわる法律につ
いて解説します。
　皆さんはご親族やご友人から、「ア
パートを借りる際の連帯保証人にな
ってほしい」と頼まれたことはありま
せんか？　安請け合いをしてしまい、
自分がどのような債務を負担するの
か分からないまま、ある日突然請求を
受けたという方も多いようです。
　賃貸借契約の連帯保証人は、家
賃、更新料、違約金、原状回復費用、損
害賠償その他の債務について一切
の責任を負います。例えば賃借人が
夜逃げした場合、「失踪したやつの家
族に先に請求してくれ」だとか、「本人
が残していった家財をお金に換えれ
ばいいじゃないか」ということが言え
ません。これらを催告の抗弁権、検索
の抗弁権と言いますが、連帯保証人
にはこうした反論の権利がないので
す。つまり、賃貸借契約から派生する

ありとあらゆる債務について、賃借人
と同等の責任を負うのが連帯保証人
です。
　もっとも、それではあまりに連帯保
証人に重い負担がのしかかるため、
近年法律改正され、現在は、保証契
約で定められた「極度額」を限度に、
その責任を負うとされるようになりま
した。「極度額」は契約書に具体的な
金額を明記することとされており、限
度額を定めずされた連帯保証契約
は無効となります。
　とはいえ、それだけで連帯保証人
の責任が軽くなったかといえば、そん
なことはありません。どうしても連帯
保証人にならないといけない場合に
は、契約書をよく読み、将来自分がど
のような債務を負担するのか確認し、
場合によっては弁護士等の意見を聞
くなどして、慎重にご決
断ください。

不動産コラム 第57回

大分県第１号の不動産鑑定事務所  創業 55年

1． 地域の特徴
　今回は、小学校区でいうと春日
町・西の台・八幡・神崎校区が対象
になります。
 大分市の住民基本台帳によると、こ
の地域は2018年3月から2023年3
月までの5年間で、人口が0.6％の減
少、世帯数が3.5％の増加となって
います。一方、この時期における大
分市全体の人口は0.6％の減少、世
帯数は4.6％の増加となっています。
 このように、この地域の人口は大分
市平均とほぼ同じ減少率、世帯数
は大分市平均をやや下回る上昇率
を示しています。
 この地域は、大分大学附属小・中学
校、県立大分西高等学校、県立図書
館等が存する大分市内でも有数の
文教地区を抱え、中心繁華街に近く
利便性も優れるため、大分市内の
住宅地として最も人気が高い地域
の１つとなっています。

2．地価動向
　国土交通省発表の地価公示に
よると、この地域の地価は、この5年
間で年率0.6％～2.7％上昇してお
り、これは大分市内住宅地の平均
変動率0.7％～2.9％とほぼ同等と
なっています。特に附属小・中学校
や、中心繁華街に近い王子や春日
地区は人気が高く、地価は坪当たり
30万円から45万円程度で、大分駅
周辺の住宅地に次ぎ高い地価水
準となっています。また、高台には高
崎、にじが丘、青葉台、高尾台等の
大型団地が集積し、品等の高い一
大住宅団地を形成しており、このエ
リアの地価水準は坪当たり20万円
台後半から30万円後半で、大分市
内の団地では最も高い
地価水準となっています。

大分市住宅地の地価動向/②西大分編

https://www.nagashimakantei.co.jp/
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司法書士法人

大分司法事務所 
TEL.097-532-7055 大分市城崎町2丁目2番21号

相続登記は
お済みですか?
相続・遺言  相談無料5月13日（土）は臨時休診いたします

nicoドーナツ／やまぼうし
Re-sew FOOD&DRINK／star garden

FOOD

yadokari company／燻製屋 燻々
kaoluna farm／三和酒類／タウトナコーヒー

マルシェ　 出演アーティスト
baobab／ツチヤナナミ
tomoka ikenaga
CREOLE CAFE Crew

ワークショップ
d&.

Instagram

老松酒造株式会社、株式会社くじゅう高原開発公社、サッポロビール株式会社、八鹿酒造株式会社、CREOLE CAFE協 賛 主催者

問い合わせ スターダストヴィレッジ星生 TEL.0973-79-3316 玖珠郡九重町大字田野228-314

　
相
続
人
が
複
数
い
る

場
合
、相
続
財
産
は
遺
産

分
割
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
、「
不
動
産
は

妻
、預
貯
金
は
子
」の
よ
う

に
具
体
的
な
帰
属
が
確

定
し
ま
す
。遺
産
分
割
は

通
常
、相
続
人
全
員
で
遺

産
分
割
協
議
を
行
い
、そ

れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
財

産
を
相
続
す
る
か
を
話

し
合
い
ま
す
。遺
産
分
割

協
議
が
調
わ
な
い
場
合
、

家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
遺

産
分
割
調
停
や
審
判
の

手
続
を
利
用
で
き
ま
す

が
、事
案
に
よ
っ
て
は
解

決
ま
で
に
1
年
以
上
を
要

す
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の

間
、相
続
財
産
で
あ
る
不

動
産
や
株
式
な
ど
の
売

却
が
で
き
ま
せ
ん
。

相続財産の
「遺産分割」について
今回は、遺産分割についての基本的な事項と、遺
産分割をしないままでいることによるデメリットを
ご説明いたします。

筆者プロフィール
司法書士  日野  友季（ひの  ゆうき）
司法書士法人 大分司法事務所 大分市城崎町2丁目2番21号
TEL.097-532-7055 FAX.097-532-7094 http://osj.oita.jp/

　
遺
産
分
割
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、遺
言
に
よ
っ
て
分
割

方
法
を
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。遺
言
は
故

人
最
後
の
意
思
表
示
で

あ
り
、尊
重
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
た
め
、法
律

で
定
め
ら
れ
た
分
割
割

合（
法
定
相
続
分
）よ
り
も

優
先
さ
れ
ま
す
。

　
遺
産
分
割
を
し
て
い
な

い
場
合
、相
続
財
産
は
相

続
人
全
員
の
共
有
と
な
り

ま
す
。親
の
土
地
を
子
ど

も
二
人
が
相
続
し
た
場

合
、そ
の
土
地
の
所
有
権

に
つ
い
て
二
分
の
一
ず
つ
の

権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、不
動
産
が
共
有

状
態
に
あ
る
と
、処
分
が

し
づ
ら
く
な
る
な
ど
の
問

題
が
出
て
き
ま
す
。さ
ら

に
遺
産
分
割
未
了
の
ま
ま

相
続
人
が
亡
く
な
る
と
、

相
続
財
産
は
共
有
状
態
の

ま
ま
承
継
さ
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
後
の
手
続
の
煩
雑
さ

が
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
上
の
世
代
が
遺
産
分
割

や
相
続
登
記
を
せ
ず
に
い

た
結
果
、相
続
し
た
不
動

産
が
、面
識
の
な
い
遠
い
親

戚
と
の
共
有
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
ご
相

談
を
多
く
受
け
ま
す
。相

続
の
手
続
は
慣
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、煩
わ
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、放
置

し
て
お
く
と
問
題
が
さ
ら

に
複
雑
化
す
る
た
め
、先

送
り
に
せ
ず
、今
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

　今回は、土地の地積更正登記に
ついてお話しします。土地地積更正
登記とは、登記簿に記載されている
面積（地積）と実際に測量した面積
（地積）に相違がある場合に、登記簿
の面積を実際に測量した面積に合
わせる登記のことを言います。
　登記簿と現地の面積の相違は、
「14条地図」が備え付けられていな
い「公図」の地域で比較的多く見ら
れます。その原因としては、現在の不
動産登記制度は明治時代の地租改
正や土地台帳制度が元となってお
り、当時の事務を行っていた税務署
から、昭和25年に法務局へ移管され
て現在に至っており、当時の登記の
情報や公図は現在も利用されてい
る地域があり、明治時代と現代にお
ける測量技術の差異や、測量機械
の精度、作業の基準の違い等により、

登記簿と現地の面積の相違が発生
していると考えられます。
　登記簿と現地の面積が相違すれ
ば、どのようなケースでも土地地積
更正登記をできるかといえば、そう
ではありません。
　例えば、隣り合う100番と101番の
土地があったとします。100番の一
部（仮に「A部分」とする）を101番の
所有者に売買し、分筆登記を行わ
ないまま、そのA部分を101番の敷
地と一体として利用している場合に
は、101番の土地の地積更正を行う
ことはできないた
め、100番の土地
からA部分を分筆
する登記を行い、
当該部分の所有
権移転登記を行
うこととなります。

大分市中春日町4-25 GIJビル2階 TEL.097-574-4759
株式会社ジャイロおおいた・土地家屋調査士法人きざし

三宮 浩輝

土地家屋調査士・
二級建築士・測量士

「土地地積更正登記」について

開 発 許 可 地 盤 調 査測  量不動産登記

のよろず相談室 第30回土地
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■場所／スターダストヴィレッジ星生stargarden（玖珠郡九重町大字田野228-314）
■時間／11:00開場、12：00スタート、16:30終了 
■入場料／1,000円（500円分チケット付き）
※内容は告知なく変更する場合があります。
■問合せ／0973-79-3316
初夏の九重で食と音楽とアートを楽しむマ
ルシェ。nicoドーナツやタウトナコーヒー、
yadokari companyなど話題のお店による
マルシェも見逃せません。

3名様
フンドーキン春の新商品「九
州・宮崎ご当地グルメ鶏炭火
焼きのたれ」「三徳つゆ」「まろ
やかだし醤油」「ごま入り生た
まねぎ」「オリーブ薫る和風」の
5点セットを抽選で3名様に。

・左記の商品を抽選でプレゼントし
ます。
・応募はおひとりにつき1回です。複数
のご応募は抽選の対象となりません。
・当選発表は発送をもってかえさせ
ていただきます。
・ご希望の方は、FAXまたはEメール、
ハガキに住所・氏名・年齢・電話番
号、ご希望の商品名、今月の気に
なった記事、広告、新聞の感想を
添えて下記までご応募ください。

応募先
大分団地新聞社「5月号読者プレゼント」係
〒870-0034 大分市都町3丁目2-33 後藤ビル3F
FAX.097-536-1659 E-mail info@oitadanchi.com

5月号本紙 愛読者プレゼント 応募締切
5月31日水迄※いただいた個人情報は賞品提供元に提供させていただく場合がございます。また、弊社より

　ご案内等をお送りさせていただく場合がございます。予めご了承ください。※画像はイメージです。［ ［
フンドーキン
新商品セット

EV
EN

T

スターダストヴィレッジ星生
九重スターマルシェ

5/28（日）

■場所／荻の里温泉（竹田市荻町新藤1131）　■入浴営業時間／11:00～21:00
■休館日／月曜（祝日の場合は翌日）
■入浴料金／大人400円、小人200円、
0～6歳無料
■問合せ／フリーダイヤル0120-70-2683

荻の里温泉
ご来館230万人達成感謝祭!!CA

MP
AI
GN

くじゅう連山の眺望が見事な荻の里温泉は、温
泉と宿泊はもちろん、専用グラウンドゴルフ場
も人気です。キャンペーン期間中に宴会や宿
泊、入浴で施設を利用すると、抽選で40名に宿
泊券や入浴回数券、食事券などが当たります！ 

3/1（水）
〜

6/30（金）

■場所／ベツダイリホーム キッチンスタジオJAPAN（大分市新栄町1-31）　
■営業時間／10:00～17:00（水曜定休）　■入場無料（予約制）
■問合せ・予約／フリーダイヤル0120-370-830（ベツダイリホーム）
60周年を迎えたベツダイが贈る、GWの一大イベント。
LDK体験型リノベーションモデルルームのグランドオー
プンをはじめ、キッチンスタジオJAPAN展示食器のアウ
トレットセール、日替わりキッチンカー、司法書士による
贈与・相続リノベ無料相談会、大抽選会など内容盛りだ
くさん。60周年記念に成約特典も豪華商品を用意！　
詳細は16面へ。 ベツダイリホーム 検索

EV
EN

T
ベツダイリホーム 
春のリフォームお客さま感謝祭

4/29（祝）・30（日）・
5/3（祝）
5/7（日）～

富士見が丘東3丁目、東野台、季の坂ほか
「OITA CITY PRESS」配布員急募　　

■募集エリア／
富士見が丘東3丁目、東野台、季の坂他
※詳しい配布エリア、配布料金、部数など
電話でお問い合わせください。
■申込み／097-535-1571
　（大分団地新聞社）

INF
OR

MA
TIO

N

毎月25日頃から約1週間のうち、都合の
良い時間を利用し、指定エリア内の戸建
て住宅を中心にポスティングしていただ
きます。

　キメ細かいナノスチームが肌をやさしく包み
込み、乾燥や古い角質などで硬くなった素肌
をふっくら柔らかく整えます。
◆メイク落とし前の「ディープクレンジング」に
◆洗顔後・スキンケア前の「保湿ケア」に
◆リラックスタイムに
◆パサつく髪など、乾燥が気になる部分に

バイヤー
いちおし
商 品

大分市大字市1188番地
（デサキ大分わさだ店内）

検　索365日暮らしを遊ぶ雑貨店

ナノスチームで、うるおうキメ美肌
FESTINO
フェイシャル モイスト ナノスチーマー

8,800円（税込） 

フンドーキン醬油株式会社
営業部　
仲町 聡支さん

フンドーキン醬油株式会社
営業部　
仲町 聡支さん

フードディレクター 木村 真琴さん
株式会社FUKUO代表。商品開発や
飲食店メニュー、TVの料理監修など、
多岐にわたる「食」事業に従事。

大分 レシピ
Recipe

21
品目

監修・調理

地元でつくられた
食材や特産品を活用。
大分名物を使って大分の
名レシピを開発します。

材料（４人分）

耐熱容器に豆乳を入れ、600wの
電子レンジで3分加熱する。

豆乳を温める

Bを①に入れよく混ぜてから、容器
に流し入れ冷蔵庫で2時間冷やす。

プリンを冷やす

耐熱容器にAを入れ、600wのレン
ジで3分加熱し、よく混ぜる。

みたらしあんを作る

冷蔵庫から②を取り出し、冷ました③
を流し入れ粒あんときな粉をのせる。

飾り付け
ダマが

できないように
しっかり
混ぜて

驚くほど
簡単!

コクや甘みの
バランスも抜群の、
万能調味料です！ 　　★三徳つゆ

…大さじ1
　　水…大さじ5
　　砂糖…大さじ１
　　片栗粉…小さじ1
無調整豆乳…300㎖

A

　　粉ゼラチン
…小さじ1

　　（大さじ1の水で
　　ふやかしておく）
　　砂糖…大さじ3
粒あん…適量
きな粉…適量

B

S
ea

son
ing

撮影
協力

世界的なブランド「BOSCH」をはじめ、国内メーカーやオリジナル
デザインなどのキッチンを展示。1月にリニューアルし、最新キッチン
に加え、浴室や家事室などを提案するコーナーもオープンしました。

大分市新栄町1-31 0120-370-830

臼杵市大字臼杵501
1861年創業。味噌・醤油のほか、
さまざまな調味料を生産・販売しています。

★三徳つゆ

国産枯かつお節の芳醇な香
りと旨みが料理を引き立てる、
4倍濃縮のめんつゆ。つけ、か
け、調理にと幅広く活躍します。

みたらし豆乳プリン

Menu
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